
 

 

2024 年 11 月 8 日 
各 位 

会 社 名 ユ ニ チ カ 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長  上埜 修司 

  （コード番号 3103   東証プライム） 
問合せ先 経営企画部長  大熊 裕之 

（TEL  06－6281－5695） 
 
 

営業外費用（為替差損）、特別損失（固定資産の減損損失）の計上及び 2025
年 3 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異並びに通期業

績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2025 年 3 月期第 2 四半期連結会計期間（2024 年 7 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）において

営業外費用（為替差損）及び特別損失（固定資産の減損損失）を計上するとともに、当社が 2024 年 8
月 6 日に公表しております第 2 四半期（中間期）連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じま

したのでお知らせいたします。      
また、最近の業績動向等を踏まえ、2025 年 3 月期通期の連結業績予想を下記のとおり修正するこ

ととしましたので、あわせてお知らせいたします。 
 

記 
 

1． 営業外費用（為替差損）の計上について 
2025 年 3 月期第 2 四半期連結会計期間（2024 年 7 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）におきまして、急

激な為替相場の変動により、2,402 百万円の為替差損を計上いたしました。なお、2025 年 3 月期第 1
四半期連結会計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 6 月 30 日）において、為替差益を 1,476 百万円計

上していましたので、2025 年 3 月期中間連結会計期間（2024 年 4 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）にお

ける為替差損は 926 百万円となりました。 
また、個別決算においては、2025 年 3 月期第 2 四半期会計期間（2024 年 7 月 1 日～2024 年 9 月

30 日）に 2,260 百万円の為替差損を計上しております。第 1 四半期会計期間（2024 年 4 月 1 日～

2024 年 6 月 30 日）において、為替差益を 1,435 百万円計上していましたので、中間会計期間（2024
年 4 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）における為替差損は 825 百万円となりました。 
上記の金額は、主として当社グループが保有する外貨建債権債務を 2025 年 3 月期第 2 四半期（中間

期）末時点の為替相場で評価替えしたことにより発生したものであり、今後の為替相場の状況により

変動する可能性があります。 
 

2． 特別損失（固定資産の減損損失）の計上について 
「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社グループが保有する固定資産について将来の回

収可能性を検討した結果、高分子事業セグメントに属する子会社 P.T. Emblem Asia が保有する固定

資産について、回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、2025 年 3 月期中間連結会計期間（2024 年

4 月 1 日～2024 年 9 月 30 日）において 10,674 百万円の特別損失（固定資産の減損損失）を計上しま

した。 
 
 
 
 



 
3． 業績予想値と実績値の差異について 
① 2025 年 3 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異 

（2024 年 4 月 1 日～2024 年 9 月 30 日） 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想 (A) 
（2024 年 8 月 6 日発表） 

 
59,000 

 
1,400 

 
500 

 
200 

円 銭 
3.47 

実績 (B) 61,550   2,233 1,151 △9,842 △170.71 

増減額 (B - A) 2,550 833 651 △10,042  

増減率 (%) 4.3 59.5 130.2 ―  
(ご参考) 

前期（中間期）連結実績 
(2024 年 3 月期中間期) 

58,029 △1,792 88 △409 △9.55 

 
② 差異の理由 

当第 2 四半期（中間期）連結業績につきましては、主力となるフィルム事業において、食品包装

用途や電子材料用途等の需要回復の影響等により売上高は予想値に比べて増加しました。また、経費

削減を始めとしたコストダウンなどの自助努力や価格改定の実施、また、より付加価値の高い高機能

製品の拡販により収益が改善し、円高の進行による外貨建資産の為替評価損を計上したものの、営業

利益、経常利益ともに予想値を上回りました。一方で、東南アジア地域における中国等の安価製品と

の販売競争により業績が悪化していることから、連結子会社の P.T. Emblem Asia が保有する固定資

産について将来の回収可能性を判断して減損損失を計上したため、親会社株主に帰属する中間純利

益は前回発表予想を下回りました。 
 

4．業績予想の修正 
① 2025 年 3 月期通期連結業績予想 

（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想 (A) 
（2024 年 8 月 6 日発表） 

 
120,000 

 
3,000 

 
1,400 

 
400 

円 銭 
6.94  

今回発表予想 (B) 120,000       3,000 1,400 △10,300 △178.65  

増減額 (B - A) ― ― ― △10,700  

増減率 (%) ― ― ― ―  

(ご参考)前期連結実績 
(2024 年 3 月期) 

118,341 △2,475 △1,014 △5,443 △94.41 

（注）１株当たり当期純利益につきましては、2025 年 3 月期の種類株式の期末配当予想を未定として

おりますので、種類株式の配当による影響を除いて算出しております。 
 
 
 



② 修正の理由 
通期業績予想につきましては、コストダウン、価格改定、高機能製品の拡販による収益の拡大に

引き続き取り組みますが、依然として原燃料価格や為替影響による不透明な要素も多いことから、

売上高、営業利益、経常利益につきましては前回業績予想を据置きます。親会社株主に帰属する当

期純利益につきましては、第 2 四半期（中間期）に計上した固定資産の減損損失の影響があります

ので、前回発表予想を下回る見通しです。 
 

＜業績等の予想及び計画に関する注意事項＞ 

本資料における業績等の予想及び計画の将来予想に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基

づき作成したものであり、実際の業績等の結果は、今後の様々な要因により、業績等の予想及び計画と異な

る可能性があります。 
   

以上 
 
 


